
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
環
境
づ

く
り
や
取
り
組
み
を
進
め
て
ま

い
り
た
い
」
と
あ

い
さ
つ
。

　
来
賓
を
代
表
し

て
國
井
豊
大
洗
町

長
が
「
大
洗
町
の

お
礼
申
し
上
げ
る
。
わ
れ
わ
れ

と
し
て
も
、
こ
れ
ま
で
以
上
に

　
鹿
島
臨
海
鉄
道
㈱
（
篠
部
武
嗣
代
表
取
締
役
社
長
＝
写

真
右
）
は
28
日
、
大
洗
駅
待
合
室
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
式
典
を

挙
行
し
た
。
当
日
は
國
井
豊
大
洗
町
長
（
写
真
中
央
）
や

工
事
関
係
者
ら
が
出
席
。
県
産
木
材
の
八
溝
材
を
活
用
し

た
ベ
ン
チ
の
贈
呈
式
や
、
施
工
者
の
昭
和
建
設
㈱
、
設
計

を
担
当
し
た
石
井
邦
明
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
一
級
建
築
士

事
務
所
ら
へ
の
感
謝
状
贈
呈
な
ど
を
実
施
。
テ
ー
プ
カ
ッ

ト
で
完
成
を
祝
っ
た
。

さ
ら
な
る
観
光
の
推
進
に
つ
な

が
る
と
確
信
し
て
い
る
。
人
口

減
少
社
会
に
突
入
し
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
で
利
用
者
が
減
少
し

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中
、
こ

の
大
洗
鹿
島
線
を
絶
対
に
守
り

ぬ
く
た
め
の
施
策
を
展
開
し
、

活
用
す
る
た
め
の
環
境
づ
く
り

に
も
力
を
入
れ
て
ま
い
り
た

い
」
と
意
気
込
ん
だ
。

　
日
本
下
水
道
事
業
団
は
、
花

室
第
１
中
継
ポ
ン
プ
場
の
実
施

設
計
業
務
を
総
合
評
価
方
式
の

た
。
素
晴
ら
し
い
機
会
を
与
え

て
下
さ
っ
た
こ
と
に
感
謝
す
る

と
と
も
に
、
大
洗
町
の
さ
ら
な

る
発
展
を
ご
祈
念
申
し
上
げ

る
」
と
謝
辞
を
述
べ
た
。

　
こ
の
事
業
は
、
う
み
ま
ち
テ

ラ
ス
の
整
備
に
合
わ
せ
て
駅
待

合
室
を
改
修
し
、
う
み
ま
ち
テ

ラ
ス
へ
の
動
線
確
保
と
大
洗
町

の
玄
関
口
の
１
つ
と
し
て
の
魅

㎡
。
棟
数
は
３
棟
。

　
全
体
計
画
時
間
最
大
汚
水
量

が
０
・
４
７
５
㎥
／
秒
、
排
除

方
式
が
分
流
式
。

　
今
回
の
業
務
は
ポ
ン
プ
場
施

設
の
再
構
築
お
よ
び
耐
震
補
強

に
関
す
る
詳
細
設
計
を
策
定
す

る
も
の
。
履
行
期
間
は
２
０
２

１
年
３
月
19
日
ま
で
。

　
主
な
参
加
資
格
は
日
本
下
水

　
式
典
で
は
ま
ず
、
八
溝
材
を

用
い
た
ベ
ン
チ
の
寄
贈
式
を
実

施
。
こ
の
ベ
ン
チ
は
農
林
中
央

金
庫
と
県
森
林
組
合
連
合
会
が

共
同
で
、
鹿
島
臨
海
鉄
道
㈱
へ

贈
呈
す
る
も
の
。
石
井
邦
明
デ

ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
一
級
建
築
士

事
務
所
が
デ
ザ
イ
ン
を
担
当

し
、
県
立
水
戸
産
業
技
術
専
門

学
院
の
生
徒
が
製
作
し
た
（
写

真
下
）。

　
続
い
て
、
主
催
者
を
代
表
し

て
篠
部
社
長
が
「
県
内
一
の
観

光
地
、
大
洗
町
の
玄
関
口
に
ふ

さ
わ
し
い
、
明
る
く
魅
力
あ
る

待
合
室
が
で
き
た
と
思
う
。
工

事
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り

　
そ
の
後
は
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

へ
多
大
な
貢
献
を
し
た
関
係
者

に
対
し
て
感
謝
状
が
贈
ら
れ

た
。

　
受
賞
者
を
代
表
し
て
石
井
邦

明
デ
ザ
イ
ン
ス
タ
ジ
オ
一
級

建
築
士
事
務
所
の
石
井
邦
明

氏
（
写
真
左
）
が
「
待
合
室
は

高
校
生
や
若
者
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト

に
デ
ザ
イ
ン
さ
せ
て
い
た
だ
い

一
般
競
争
入
札
で
公
告
し
た
。

競
争
参
加
資
格
確
認
申
請
書
な

ど
の
提
出
は
11
月
４
日
ま
で
。

　
花
室
第
１
中
継
ポ
ン
プ
場

（
吾
妻
２

－

15

－

２
）
は
１
９

７
４
年
の
建
築
。
規
模
は
Ｒ
Ｃ

造
２
階
建
て
延
べ
床
１
６
３
５

　
牛
久
市
は
駅
東
口
な
ど
３
カ

所
の
公
衆
ト
イ
レ
を
改
修
す

る
。
主
な
内
容
は
便
座
の
洋
式

化
や
自
動
水
洗
な
ど
。
現
在
は

設
計
を
ま
と
め
て
い
る
と
こ

ろ
。
工
事
は
１
月
の
契
約
を
目

指
し
、
完
成
は
来
年
度
に
繰
り

越
す
こ
と
に
な
る
も
よ
う
だ
。

　
こ
れ
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

力
向
上
を
図
る
も
の
。
明
る
く

清
潔
感
の
あ
る
空
間
づ
く
り
や

自
動
ド
ア
の
設
置
、
テ
レ
ビ

ア
ニ
メ
「
ガ
ー
ル
ズ
＆
パ
ン

ツ
ァ
ー
」
の
大
型
タ
ペ
ス
ト

リ
ー
の
展
示
な
ど
を
行
っ
た
。

工
事
費
用
は
約
２
０
０
０
万

円
。
来
年
度
は
町
の
支
援
を
受

け
て
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
も
設
置
す

る
計
画
。　

道
事
業
団
に
お
け
る
19
・
20
年

度
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務

等
に
係
る
一
般
競
争
（
指
名
競

争
）
参
加
資
格
（
業
種
区
分
を

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
と

す
る
も
の
に
限
る
）
の
認
定
を

受
け
て
い
る
こ
と
や
、
過
去
10

年
の
間
に
下
水
道
事
業
に
お
け

る
ポ
ン
プ
場
（
汚
水
の
み
に
限

る
）
に
お
い
て
今
回
設
計
対
象

時
間
最
大
汚
水
量
の
２
分
の
１

以
上
で
あ
る
実
施
設
計
業
務
の

実
績
を
有
す
る
こ
と
な
ど
。

　
入
札
書
の
提
出
期
間
は
11
月

19
～
25
日
ま
で
受
け
付
け
る
。

開
札
は
26
日
。

口
が
男
性
用
便
座
２
基
、
女
性

用
便
座
３
基
、
多
目
的
ト
イ
レ

１
カ
所
。

　
シ
ャ
ト
ー
通
り
の
高
架
下
に

あ
る
ト
イ
レ
は
男
性
用
便
座
１

基
、
女
性
用
便
座
２
基
、
多
目

的
ト
イ
レ
１
カ
所
。
遊
歩
道
に

あ
る
ト
イ
レ
は
男
性
用
便
座
２

基
、
女
性
用
便
座
２
基
。

　
な
お
、
設
計
は
㈱
若
栁
建
築

事
務
所
に
１
１
７
万
円
（
税
抜

き
）
で
委
託
し
た
。
履
行
期
間

は
12
月
28
日
ま
で
。
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知事表彰（10社）

商号名称 代表者名 工事名 工事箇所

菅原・田口特定ＪＶ 下田　德行 茨城港大洗港区海岸 
磯浜地区陸閘・防潮堤整備工事 大洗町磯浜町

㈱豊島工務店 豊島　憲子 一般県道　上吉影岩間線 
道路舗装工事（大谷・その 1） 小美玉市大谷

昭和建設㈱ 小松原　仁 桜川西アパート 102 号棟建設工事 水戸市河和田町

平和建設㈱ 長谷川紀子 畑地帯総合整備事業　柳河地区 
第 2 用水機場ファームポンド工事 水戸市柳河町

大竹建設㈱ 大竹　　光 一般国道 125 号 
橋梁下部工事（仮称）高橋川橋梁工事 美浦村信太

根本・鹿島ガーデン
特定ＪＶ 根本　　正 武井釜海岸海岸堤防嵩上工事 鹿嶋市武井釜

水郷建設㈱ 茂木　陽子 経営体育成基盤整備事業 
潮来市牛堀地区　第 9 工区客土工事 潮来市堀之内

㈱柴建設 柴　　直樹 一般県道　岩瀬二宮線 
道路法面対策工事 筑西市樋口

㈱羽生工務店 羽生　義隆 一般国道 354 号 
橋梁下部工事（仮称Ｅランプ橋）（Ａ 2） 行方市両宿

松浦建設㈱ 松浦　一久 阿見吉原地区 
第 3 調整池・公園整備工事 阿見町吉原

知事表彰主任（監理）技術者（5人）
商号名称 氏名 工事名 工事箇所

㈱豊島工務店 中村　健二 一般県道　上吉影岩間線 
道路舗装工事（大谷・その 1） 小美玉市大谷

平和建設㈱ 宇井　勇夫 畑地帯総合整備事業　柳河地区 
第 2 用水機場ファームポンド工事 水戸市柳河町

常総開発工業㈱ 石田　純一 カシマサッカースタジアム 
屋根鉄骨修繕第 8 期工事 鹿嶋市神向寺

㈱羽生工務店 高橋　敏行 一般国道 354 号 
橋梁下部工事（仮称Ｅランプ橋）（Ａ 2） 行方市両宿

松浦建設㈱ 松村　和彦 阿見吉原地区 
第 3 調整池・公園整備工事 阿見町吉原

知事特別賞表彰「ＩＣＴ賞」（5社）
商号名称 代表者名 工事名 工事箇所

㈱高橋芝園土木 高橋　　正 一般国道 125 号 
道路改良舗装工事（その 1） 古河市三杉町

㈱冨晃 冨山まさ子 一般国道 125 号 
道路舗装工事（その 1） つくば市高野原新田

横信建材工業㈱ 横須賀　徹 茨城港常陸那珂港区 
関運用地舗装工事（その 11） ひたちなか市長砂

高橋建設㈱ 高橋　修一 一般国道 355 号 
道路改良工事（その 2） 行方市麻生

大森建設㈱ 大森利一郎 一般国道 118 号 
道路改良工事（その 1） 大子町北田気

知事特別賞表彰「若手・女性技術者活躍賞」主任（監理）技術者（5人）
商号名称 氏名 工事名 工事箇所

小林建設㈱ 後藤　高嗣 水木漁港海岸 
水木漁港海岸海岸保全施設整備工事（その 4） 日立市水木町

㈱秋山工務店 大輪　貴信 第 1 号海岸防災林造成事業工事 日立市十王町

河又土建工業㈱ 鈴木由紀子 主要地方道　瓜連馬渡線 
舗装修繕工事 ひたちなか市佐和

㈱小堤工業 清水はる美 内水面支場研究棟 
新築機械設備工事 行方市玉造

高塚建設工業㈱ 霜田　裕也 主要地方道　筑西三和線 
橋梁下部工事（Ａ 2 橋台） 八千代町下山川

農林水産部長表彰（4社）
商号名称 代表者名 工事名 工事箇所

㈱サンコー緑地建設 石川　高夫 かんがい排水事業（排水対策特別型）岡郷地区 
第 4 工区幹線排水路護岸工事 古河市小堤

市村土建㈱ 市村　　順 農村交流基盤整備事業　八郷中央 2 期地区 
恋瀬川橋梁その 2 下部工事 石岡市宇治会

谷原建設㈱ 小林　圭一 地盤沈下対策事業　小貝東部 2 期地区 
第 2 工区中用 74 号用水路工事 つくばみらい市小張

海老根建設㈱ 柳瀬　香織 第 1 号奥久慈　グリーンライン林道整備事業 
武生線開設工事 常陸太田市下高倉町

土木部長表彰（12社）
商号名称 代表者名 工事名 工事箇所

横田・クボタ総建特
定ＪＶ 横田　修一 一般県道　上吉影岩間線 

道路改良舗装工事（小曽納・その 2） 小美玉市竹原

㈱秋山工務店 秋山　光伯 一般県道　高萩塙線 
橋梁下部工事（仮称　関根川橋） 高萩市下手綱

櫻井建設工業㈱ 櫻井　俊一 一般国道 125 号 
道路改良舗装工事（その 4） 阿見町竹来

増川建設㈱ 増川　　剛 急傾斜指定地・宮下 
急傾斜地崩壊対策工事（その 1） 龍ケ崎市塗戸町

梅原・根本特定ＪＶ 梅原　基弘 一般国道 293 号 
橋梁下部工事（仮称第 3 号橋）（その 2） 常陸太田市瑞龍町

桂建設㈱ 大野　　登 主要地方道　土浦竜ケ崎線 
道路改良舗装工事（その 2） 牛久市岡見

㈱小堤工業 小堤健一郎 内水面支場研究棟 
新築機械設備工事 行方市玉造

㈱川田建材工業 川田　友正 ー級河川桜川 
桜川河川改修工事 桜川市真壁町

㈱横河ＮＳエンジニ
アリング 齊藤　　功 一般国道 354 号 

橋梁上部工事（若松跨道橋）（その 1） 土浦市若松町

小若建設㈱ 小山　竜男 深芝中央幹線 
管渠（深芝中央幹線）改築工事（8 工区） 神栖市東和田

常総開発工業㈱ 石津　正美 カシマサッカースタジアム 
屋根鉄骨修繕第 8 期工事 鹿嶋市神向寺

高塚建設工業㈱ 高塚　幹夫 主要地方道　筑西三和線 
下山川橋梁下部工事（Ａ 2 橋台） 八千代町下山川

企業局長表彰（4社）
商号名称 代表者名 工事名 工事箇所

㈱大須賀工務店 大須賀和裕 県央広域工業用水道 
配水管布設（耐震化）工事 東海村照沼

㈱郡司建設 郡司　　誠 鹿島工業用水道 
配水管布設（耐震化）工事（4 工区） 鹿嶋市長栖

㈱大地 菅谷　明良 鹿島工業用水道 
配水管布設（耐震化）工事（6 工区） 鹿嶋市長栖

飯田建設興業㈲ 飯田　良三 県西広域水道 
送水管布設（耐震化）工事 筑西市成井

優秀な30社5人が栄えある受賞
　
県
は
29
日
、
２
０
２
０
年
度
～
チ
ャ
レ
ン
ジ
い
ば
ら
き
～
第
62
回
建
設
業
者
表
彰
の
受
賞

者
を
発
表
し
た
。
知
事
賞
10
社
（
う
ち
Ｊ
Ｖ
２
）、
農
林
水
産
部
長
賞
４
社
、
土
木
部
長
賞

12
社
（
う
ち
Ｊ
Ｖ
２
）、
企
業
局
長
賞
４
社
が
そ
れ
ぞ
れ
受
賞
。
知
事
表
彰
主
任
（
監
理
）

技
術
者
の
受
賞
者
は
５
人
。
今
回
か
ら
新
た
に
創
設
さ
れ
た
知
事
特
別
賞
表
彰
の
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ

賞
」
は
５
社
が
、「
若
手
・
女
性
技
術
者
活
躍
賞
」
は
主
任
（
監
理
）
技
術
者
５
人
が
受
賞
。

表
彰
式
は
11
月
26
日
㈭
午
前
10
時
か
ら
県
庁
講
堂
（
９
階
）
で
執
り
行
う
。

　
建
設
業
者
表
彰
は
、
建
設
業

の
健
全
な
振
興
発
展
や
生
産
性

向
上
、
働
き
方
改
革
、
労
働
環

境
改
善
に
よ
る
担
い
手
の
育

成
・
確
保
な
ど
の
新
た
な
取
組

み
へ
積
極
的
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
県
発
注
工
事
を
誠
意
を

も
っ
て
適
正
に
施
工
し
、
優
秀

な
成
績
で
完
成
し
た
建
設
業
者

と
主
任
（
監
理
）
技
術
者
に
対

し
、
知
事
が
直
接
表
彰
す
る
。

　
知
事
部
局
表
彰
は
１
９
５
８

年
度
か
ら
始
ま
り
今
回
で
62
回

目
。
２
０
０
２
年
度
ス
タ
ー
ト

の
企
業
局
表
彰
は
今
回
で
19
回

目
と
な
る
。

金
額
５
０
０
万
円
以
上
の
工
事

２
４
９
５
件
の
中
か
ら
、
工
事

成
績
80
点
以
上
の
４
５
３
件

（
知
事
部
局
４
３
７
件
、
企
業

局
16
件
）
に
絞
り
込
ん
だ
上
で

選
定
し
た
。

　
受
賞
工
事
の
工
種
内
訳
は
、

知
事
賞
が
橋
梁
２
件
、
港
湾
、

舗
装
、
建
築
、
機
場
（
農
業
土

木
）、海
岸
、ほ
場（
農
業
土
木
）、

道
路
、
公
園
が
各
１
件
。

　
農
林
水
産
部
長
賞
は
水
路
２

件
、橋
梁
、道
路
（
森
林
土
木
）

が
各
１
件
。
土
木
部
長
賞
は
橋

梁
４
件
、道
路
３
件
、砂
防
、管
、

河
川
、
下
水
道
、
建
築
が
各
１

件
。企
業
局
長
賞
は
水
道
４
件
。

　
今
回
か
ら
は
新
た
に
知
事
特

別
賞
表
彰
と
し
て
、
業
界
の
最

重
要
課
題
で
あ
る
若
手
・
女
性

技
術
者
の
入
職
促
進
と
生
産
性

向
上
に
お
け
る
働
き
方
改
革
に

寄
与
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
施
工
の
さ
ら

な
る
普
及
拡
大
の
た
め
、
Ｉ
Ｃ

Ｔ
賞
と
若
手
・
女
性
技
術
者
活

躍
賞
を
創
設
し
た
。

　
企
業
局
の
審
査
会
（
会
長
＝

山
中
博
次
長
）
は
９
日
に
、
知

事
部
局
の
審
査
会
（
会
長
＝
伊

藤
高
土
木
部
長
）
は
26
日
に
行

わ
れ
、
そ
の
結
果
が
大
井
川
和

彦
知
事
と
澤
田
勝
企
業
局
長
へ

報
告
さ
れ
、
受
賞
者
が
決
定
し

た
。
前
年
度
に
完
成
し
た
施
工

チ
ャ
レ
ン
ジ

い
ば
ら
き 

県
20
年
度
建
設
業
者
表
彰

11
月
26
日
10
時
か
ら
表
彰
式

若
手
・
女
性
活
躍
賞
は
５
人

創
設
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
賞
に
５
社

大
洗
駅 

八
溝
材
の
ベ
ン
チ
を
寄
贈

魅
力
あ
る
待
合
室
が
完
成

花
室
第
１
中
継
ポ
ン
プ
場

実
施
設
計
を
一
般
公
告

鹿島臨海鉄道

下水道事業団

駅
東
口 

公
衆
ト
イ
レ
改
修

３
カ
所
で
洋
式
化

牛 久 市

ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
た

め
、
衛
生
環
境
の
改
善
を
図
る

も
の
。
工
事
内
容
は
便
座
の
洋

式
化
、
自
動
水
洗
、
手
洗
い
場

の
非
接
触
化
な
ど
。
ド
ア
を
ボ

タ
ン
で
開
閉
で
き
る
よ
う
に
改

修
す
る
こ
と
も
検
討
し
て
い

る
。

　
改
修
対
象
の
ト
イ
レ
は
駅
東

申
請
書
等
は
４
日
ま
で

知事特別賞
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